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 次のとおり令和元年度の学校評価について報告します。 

 

１ 本年度の重点目標 

「生徒の成長で成果を示す（伸び代を伸ばす）学校」 

 １ 生徒が成長を実感できる学校    （生徒が生き生きと） 

 ２ 教師の力量が高まる学校      （教師がはつらつと） 

 ３ それらを地域が実感できる学校   （地域がわくわくと） 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

学習指導 

○生徒の学習意欲を高め、「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向け、より一層

の学習指導の工夫・改善が必要である。 

・日々の生徒対応の成果が見て取れる。 

・思考力・判断力・表現力の育成に向け、

さらなる授業改善に期待する。 

改善方策 

◎教科の枠にとらわれない互見授業などによる研修推進を図り、不断の授業改善・工

夫に努める。 

◎家庭学習習慣が定着していない成績不振者に対する指導の充実を図る。 

生徒指導 

○素直に指示に従うが、自ら正しく判断し、

主体的に行動するという機運を高めるよ

う改善が必要である。 

・生徒の社会人基礎力が高まる指導の充

実に努力していただきたい。 

改善方策 
◎教職員が共通認識を持ち、学校全体で一体感を持った指導にあたる。 

◎「在り方生き方指導」と「社会人基礎力」の育成を意識した教育活動の充実を図る。 

進路指導
 

○構造的に進路意識を高めるキャリア教育

の構築が急務である。 

○一つ上のレベルの目標に挑戦する意識を

育てる必要がある。 

・人生100年時代を見据え、力強く生きて

いく資質・能力の向上に向け、努力を

継続していただきたい。 

改善方策 

◎最後まで第一志望をあきらめさせない指導の充実を図る。 

◎総合的な探究の時間やポートフォリオなど、喫緊の課題に即時性を持った対応を進

める。 

公表方法 
 学校ホームページや学校だより「藍高だより」への掲載、ＰＴＡ役員会などの各種

会議、懇談会などの機会における説明などにより広く公表する。 

３ 添付資料 

  (1) 令和元年度 学校評価書 

 (2) 令和元年度 第２回学校評議員会議録 


